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フード・コミュニケーション・プロジェクト（FCP）について

農林水産省
食料産業局 食品製造課 食品企業行動室
フード・コミュニケーション・プロジェクト事務局

平成 29年 ６月23日
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本日お伝えしたい内容

[1] フード・コミュニケーション・プロジェクト（ＦＣＰ）発足の経緯

[2] FCPの立ち上げと協働の着眼点

・食品に関する事件、事故
・食品の安全と安心の関係

・ＦＣＰ立ち上げの背景
・ＦＣＰとは

・ＦＣＰの考え方・基本理念・行動方針
・ＦＣＰの目標を達成するための取組

・協働の着眼点
・ベーシック１６

[3] FCP活動とツール

・地域ブランチ
・ＦＣＰ展示会・商談会シート

・ＦＣＰ共通工場監査項目
・ＦＣＰダイアログ・システム

[4] これからのＦＣＰ活動について

・ＦＣＰ活動のねらい
・食品をめぐる状況

・ＨＡＣＣＰ制度化とＪＦＳＭ
・信頼とコミュニケーション



http : / /www.food -communicat ion -p ro ject . jp /h t t p : / / w w w . f o o d - c o m m u n i c a t i o n - p r o j e c t . j p /

フード・コミュニケーション・プロジェクト
（ＦＣＰ）発足の経緯
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平成19～20年の主な食品事件・事故
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時期 概 要 関係法令 備考

Ｈ19年1月 • 消費期限切れ原料（牛乳）を使用してシュークリームを製造、細菌数基準を超えた製品を出荷 食品衛生法

6月 • 食肉加工製品の虚偽表示の他、他商品での意図的な異種製品の混入、賞味期限の改ざん等

• 上記の行為を不正と認識した上で、社長もしくは幹部社員の指示により常態的に実施
不正競争防止法他

破産

8月 • 菓子製品の賞味期限改ざん、自主検査で製品から大腸菌群等が検出されたが公表せず回収 ＪＡＳ法他

10月 • 和菓子製品の解凍・再包装、製造年月日及び消費期限表示の改ざん、原材料の不適正表示

• 店頭売れ残り返品の原材料を新たに同一製品に再利用・関連会社に販売

ＪＡＳ法

食品衛生法

10月 • 商品の原材料を産地偽装して販売 不正競争防止法他 破産

11月 • 製品の消費期限等の改ざん、食肉原材料の原産地の偽装、調理食品の再利用 不正競争防止法他 廃業

Ｈ20年6月 • 販売先から返品された手延素麵を包装し直し、新たな賞味期限を表示して再出荷・販売 ＪＡＳ法

7月 • 台湾から輸入したマンゴーを沖縄県産として販売 不正競争防止法他

7月 • 中国から輸入したトラフグやアンコウを国内産として販売 不正競争防止法他 廃業

7月 • 基準に満たない等級の牛肉をブランド和牛の「飛騨牛」と不正に表示して販売 不正競争防止法他

7月 • 鰻蒲焼の産地偽装、偽装するため製造や販売実績のない架空会社を経由し販売

• 事実と異なる不適正な表示がされたものを認識していながら販売
不正競争防止法他

8月 • 輸入原材料を使用したリンゴ果汁製品を青森県内産として販売、食品添加物の表示違反 不正競争防止法他

8月 • 自社の養鰻場で鰻を養殖し、自社の加工工場で蒲焼を製造したように偽装 不正競争防止法他 解散

9月 • 事故米を食用米として販売、偽装するため実態のない架空会社を経由し販売 不正競争防止法他 破産

12月 • 中国から輸入したタケノコ水煮に国産を混ぜて袋詰めし、「熊本県産」「鹿児島県産」に偽装

• 一部商品では罐詰メーカー社員の写真を使い、「農家の皆さん」と生産者のように表示
不正競争防止法

[1]
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食品表示110番への疑義情報
（国民から食品表示についてのホットライン）
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食品についての「安全」と「安心」の関係

Copyright (C) 2017 MAFF All Rights Reserved. 6

安 全
信 頼

消費者の
心理的な判断

＝行政、食品事業者等
の誠実な姿勢と真剣
な取組

消費者への十分な
情報提供

客観的 主観的

その時点で最善の
科学により
評価・決定

×
安 心
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フード・コミュニケーション・プロジェクトの推進

相次ぐ事件、事故等によ
る消費者からの信頼の低
下

フードチェーンの複雑化と
コミュニケーション・コストの
増大

食品事業者の意欲的な取組の活性化を通じた
消費者の食に対する信頼向上が必要

ＦＣＰ立ち上げの背景
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フード・コミュニケーション・プロジェクト（ＦＣＰ）とは？

食品事業者の意欲的な取組の活性化を通じて、
消費者の「食」に対する「信頼」を向上させる
ために、農林水産省が提供するプラットフォー
ムの下に食品事業者や関連事業者が主体的に
「協働」で活動するプロジェクト
（平成20年６月立ち上げ）

Food Communication Project (FCP)
フ ー ド ・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ・ プ ロ ジ ェ ク ト （エフシーピー）
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ＦＣＰの目指す姿
フードチェーン全体での「食」の信頼確保ための取組
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フード・コミュニケーション・プロジェクト
（ＦＣＰ）の立ち上げと協働の着眼点
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ＦＣＰの基本的な考え方
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食品事業者に対する、消費者の信頼向上を図る

食品事業者が、自らの顧客ニーズを見極め、創意工夫を発揮してビジネスを

展開することを通じて、「食」に対する消費者の信頼向上を目指します。そし

て食に携わる関係者がそれぞれの活動を展開することにより、意欲的な食品事

業者へメリットが還元され、その取組が持続的に充実・強化される姿を理想と

します。

食品事業者の皆さんと作り上げるプロジェクト

http://www.food-communication-project.jp/intro/index.htmlより

Copyright (C) 2017 MAFF All Rights Reserved.
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ＦＣＰ基本理念
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「食」への信頼、見える化計画

FCPは、食品事業者、関連事業者、行政、消費者等の連携により消費者の
「食」に対する信頼の向上に取り組むプロジェクトです。

「食」の供給に携わる食品事業者は、その社会的な使命として、消費者の
「食」に対する信頼の向上に取り組む必要があります。また、食品事業者を支え
る関連事業者等も、食品事業者の活動を通して、消費者の「食」に対する信頼向
上に関わることが大切です。

食品が食卓に届くまでのフード・チェーンは長く、複雑で、一食品事業者や一
関連事業者等の個別の努力のみでは、消費者の「食」に対する信頼を高めていく
ことは困難です。さらに、信頼を高めるためには、事業者と消費者の相互理解と、
消費者からのアプローチも必要となります。

このため、FCPは、立場の異なる食品事業者や関連事業者、そして消費者を結
び付ける共通言語である「協働の着眼点」を活用しつつ、事業者と事業者、事業
者と消費者の対話をベースとした協働の取組みを進めることで、フード・チェー
ン全体において食品事業者の取組みの「見える化」を進めていきます。

Copyright (C) 2017 MAFF All Rights Reserved.
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ＦＣＰ行動指針

FCPに参加する者は、FCPの基本理念に則り、以下の行動指針を遵守するものとします

1.消費者の食に対する関心や期待に向き合い、「食」に対する信頼の向上に主体的に取
り組みます。

2.消費者の「食」に対する信頼の向上という共通の目的のために、業種・業態等の立場
や利害の違いを超えた協働を進めます。

3.協働による相乗効果を発揮するために、公平性、透明性を重視するとともに、多様性
を尊重し、お互いにとってより良い解(WIN-WINの関係)を探す姿勢を保ちます。

4.「協働の着眼点」を、社内、事業者間、さらに、消費者とのコミュニケーションの
ツールとして活用し、協働の取組みを進めるためのツールとしても積極的に活用し
ます。

5.「協働の着眼点」の活用を拡大、発展させていくため、その活用に関する情報共有や
意見交換に努めます。

6.法令を遵守することはもとより、「食」に対する信頼の向上に関わる事業者としての
社会的責任を意識して行動します。

7.「食」に対する信頼の向上を終わりのない挑戦と捉え、「協働の着眼点」の改善に寄
与するとともに、FCPの持続的発展に貢献します。

13Copyright (C) 2017 MAFF All Rights Reserved.
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ＦＣＰの目標を達成するための取組
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・ 業界全体の企業力アップ
・ フードチェーン内及び消費者へ提供する情報の量、質
の向上

・ 食品事業者間のコミュニケーションの活発化

FCPの目標を達成するため、原料調達から、製造、保

管・輸送、販売に至るまでのフードチェーンの各段階に
おける食品事業者の活動を「見える化」し、食品事業者
間や消費者まで伝える取組を行っています

取組の効果

Copyright (C) 2017 MAFF All Rights Reserved.
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ＦＣＰツールのベース作り
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「見える化」でコミュニケーションを図り、
信頼を醸成するため
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協 働

共通言語

気付き

協働の着眼点

樹形図

ベーシック１６

共通のキーワード 基本ツール

等




